
 

 

 

 

 

 

 

 

副籍交流 出前授業の御紹介 

副籍交流は、都立特別支援学校の児童・生徒が、居住地域の小・中学校に副次的な籍を置き、交流を行う事業です。特

別支援学校の子供たちと小・中学校の子供たちは、近くで暮らしているけれど、知り合ったり、日頃から触れ合ったりする機会が少

ない環境にあります。副籍交流を通して、同じ地域に暮らす子供たち同士が、違いを認め合い、親しみを感じられるよう、本校か

ら講師が出張し、小・中学校の子供たち向けに出前授業を実施しています。小学校低学年では、対象児童がどんなことが好き

か、どんなことをがんばっているか、特別支援学校はどんなところか等の内容が中心です。学年が上がるにつれて、徐々に発達の特

徴や、障害があるということを加えた内容に発展します。本号では、小学校での出前授業の一部を御紹介します。 
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学校・学年によりますが、授業の最後には、地域指定校の皆さんから本校の児童・生徒へのメッセージを書いてもらうこともあり

ます。「〇〇さんと会うのが楽しみになったよ」「〇〇さんと好きな食べ物が同じだよ」「△△小で一緒に遊ぼうね」のように、温かいメ

ッセージを書いてくれるお子さんが多く、交流の第一歩になっています。 

出前授業は、保護者の希望または地域指定校の希望により実施します。実施すると、地域指定校の

児童・生徒や先生方が本校の児童のことをより理解できるので、交流のイメージが深まることが期待されま

す。実施しない場合は“ちがい”を強調することなく、もともとの地域での関係性を生かした触れ合いが期待で

きることもあります。副籍交流も出前授業も、それぞれの立場が感じるニーズに合わせたカスタマイズが重

要です。気軽に相談し合い、必要な準備をしていきましょう。 
 

あいさつ訪問等の御協力ありがとうございます。 

学校生活にも慣れ、生活の基盤も安定しつつあるなか副籍のあいさつ訪問や交流が始まっています。地域指定校の皆様、御

協力ありがとうございます。緊張と期待でドキドキしながらお伺いする人、今までのつながりがあって見通しをもつこともできて楽しみ

に向かう人、それぞれが良い経験になることを願っています。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

スクールカウンセラーの紹介 

令和７年度 都立特別支援学校に東京都公立学校スクールカウンセラーが配置されました。本校でも４月から毎

週火曜日に在校し、児童・生徒、保護者からの御相談をお受けしています。 

 

〈スクールカウンセラーより〉 

保護者の皆様 

 今年度着任いたしましたスク―ルカウンセラ―の水野 絹子と申します。 

 お子さまのことで何か気になることがありましたら、どんな些細なことでもかまいません。お気軽にいらしてください。 

 毎週火曜日、8時 30分～17時に勤務しております。事前に予約をしていただけますと、御希望の時間にゆっくりお話が

できます。秘密は厳守いたします。 

 相談の予約は担任へお声かけください。 

 また、お子さまたちの登校・下校時に昇降口におりますので、お声をかけていただきますと幸いです。 

 お子さまの健やかな成長を少しでもお手伝いできたらと思っております。 

                                                          スク―ルカウンセラ―  

                                                              水野 絹子 


